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病院 は， 複 数 の 職 種 か ら 構 成 さ れる 組織 であ り， 医療 の質 を向 上さ せる た

めには ，組 織 で 質 保 証 の 活 動 に 取 り 組む必 要が ある ． そこで ，組 織的 に 業務

の 質 を 管 理 ， 改 善 す る た め の 仕 組 み で あ る 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム ( Q u a l i t y  

Ma na ge me n t  S ys t e m， 以 下 ， Q M S )を推 進する 病院 が増 え ている ．安 全は 質 の

一つの 要素 で あ る が ， 医 療 は 直 接 的 に人命 にか かわ る 業務が 多く ，や り 直し

がきか ない と い う 特 徴 か ら ，特 に 安全 を重視 すべ きで あ り，「質・安 全」と い

った表 現を 用 い て 安 全 性 を 強 調 す る ことも 多い ．安 全 を確保 する ため に 医療

安全マ ネジ メ ン ト を 実 践 す る こ と は ， Q M S の中で も重 点的な 活動 であ る ．  

Q MS は，業務 の や り 方 を 定 め た文 書 類，それら に基 づい て業務 を実 施す る

人，設備 など の 経 営 資 源 か ら 構 成 さ れる ．そ の中 でも ，組 織の 人員 は， Q MS

を運用 する 上 で 最 も 重 要 な 要 素 で あ るとさ れて いる ． そのた め， 職員 へ 継続

的に教 育を 実 施 し て い く こ と が 望 ま しく， 医療 の場 合 ，医療 安全 マネ ジ メン

トを実 践す る た め の 医 療 安 全 教 育 を 実施す る必 要が あ る．  

しか し， 厚生 労 働 省 が ， 病 院 で 医療 安全 に関 する 活動 を管 理， 推進 する 医

療安全 管理 者 の 業 務 指 針 お よ び 養 成 のため の研 修プ ロ グラム 作成 指針 を 提示

したの は 2 0 0 7 年 で あ り ，十 分 に 医療 安 全教育 が検 討さ れ てきた とは いえ な い．

このよ うに ， 医 療 安 全 管 理 者 の 教 育 でさえ 整備 が遅 れ ており ，そ の他 の 医療

従事者 に対 す る 医 療 安 全 教 育 の 体 制 は，さら に整 って い ないの が現 状で あ る．

各病院 で医 療 安 全 教 育 は 行 わ れ て い るが， 体系 的な 教 育シス テム をも っ てい

るとこ ろは 少 な い ．  

した がっ て ， 医 療 安 全 教 育 で 教 える べき 項目 を明 確に し， 体系 的な 教育 を

実施す るた めの 方 法論 を 開 発 す る こ とは重 要な 課題 で あると いえ る． こ れを

確立す るこ と に よ っ て ， 各 病 院 で 体 系的な 医療 安全 教 育を実 施す るこ と がで

き，医 療安 全 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の効果 的， 効率 的 な導入 ・推 進に 大 きく

貢献す ると 考 え ら れ る ．  

従来 研究 に お い て も ， 医 療 安 全 に関 する 教育 項目 や教 育カ リキ ュラ ム立 案

方 法 は提 案さ れ て い る ． 教 育 項 目 に 関し ては ， W H O の W H O  Pa t i en t  Sa fe t y  

C ur r i cu l u m G u i d e： Mu l t i -p r o f e s s i o na l  E d i t i on など ，い くつ かのも のが 提案 さ

れてい る． こ れ ら の 教 育 項 目 で は ， それを 導出 する た めの基 本的 な考 え 方や

根拠等 の基 盤 が 明 示 的 に 示 さ れ て お らず， 各教 育項 目 の位置 づけ が不 明 確で

ある． その ため ， 教 育 項 目 の 網 羅 性 の確認 や実 施し た 教育の 評価 が難 し いと

いう問 題が あ る ． さ ら に ， 従 来 の 教 育項目 は， 業務 を 行う際 にど のよ う に安

全を確 保す る か と い っ た 項 目 が 中 心 であり ，医 療安 全 の基本 的考 え方 や 運用

体制の 項目 が 十 分 取 り 上 げ ら れ て い ないと いう 問題 も ある．以 上の こと か ら，

体系的 な医 療 安 全 教 育 の 実 施 に 関 す る第一 の課 題と し て，教 育項 目を 導 出す

る基盤 を明 示 的 に 示 し ， そ れ を も と に，医 療安 全の 基 本的考 え方 や運 用 体制

などを 含め た 教 育 項 目 を 導 出 す る こ とが挙 げら れる ．  

教育カ リキ ュ ラ ム 立 案 方 法 に 関し て は， H a r de n の 1 0 段階モ デル など の 提
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案があ る． 医 療 安 全 教 育 を 実 施 す る には， 医療 従事 者 の役割 ，階 層な ど によ

って対 象者 を 層 別 す る 必 要 が あ る と 考えら れる が， こ のモデ ルで は， 対 象者

は医学 生に 限 定 さ れ て お り ， そ の 方 法は示 され てい な い．ま た， 各段 階 を実

施する ため の 支 援 ツ ー ル な ど は 提 案 されて おら ず， カ リキュ ラム 立案 が 難し

くなっ てい る ． 以 上 の こ と か ら ， 第 二の課 題と して ， カリキ ュラ ム立 案 に必

要な支 援ツ ール を 作 成し ， 対 象 者 の 層別方 法を 含め た 教育カ リキ ュラ ム 立案

方法を 提案 す る こ と が 挙 げ ら れ る ．  

本研 究で は ， 上 述 の 二 つ の 課 題 を解 決す るた めに ，医 療安 全マ ネジ メン ト

を実践 する た め の 医 療 安 全 教 育 項 目 一覧表 と， 医療 安 全教育 カリ キュ ラ ム立

案方法 を提 案 す る こ と で ， 病 院 に お いて医 療安 全マ ネ ジメン トシ ステ ム を有

効に機 能さ せ る た め の 体 系 的 な医 療 安全教 育を 実施 可 能にす るこ とを 目 的と

する． なお ，本 研 究 で は ， 医 療 安 全 マネジ メン トを 実 践でき る人 材を 育 てる

ための 教育 を 医 療 安 全 教 育 と 定 義 す る．ま た， 医療 安 全マネ ジメ ント の 役割

に応じ て層 別 さ れ た 対 象 者 ご と に ， 役割を 達成 する た めに受 講す べき 教 育項

目が整 理さ れ た 状 態 を 医 療 安 全 教 育 カリキ ュラ ムと 呼 ぶ．  

本研 究で は ， 第 一 の 課 題 を 解 決 する ため に， 教育 項目 一覧 表を 提案 して い

る．こ れは ， 病 院 で 運 用 す べ き 医 療 安全マ ネジ メン ト システ ムを 明確 に し，

それを 基盤 と し て 医 療 安 全 教 育 で 教 えるべ き教 育項 目 を導出 し， 整理 し たも

のであ る． ま た ， 第 二 の 課 題 を 解 決 するた めに ，教 育 カリキ ュラ ム立 案 方法

を提案 して い る ． こ れ は ，医 療 安 全 マネジ メン トの 実 践にお ける 役割 を 体系

的に示 す機 能 図 ， 各 対 象 者 が 身 に つ けるべ き詳 細な 能 力を整 理す るス キ ルマ

ップと いう 支 援 ツ ー ル を 用 い て ， 医 療安全 マネ ジメ ン トの役 割で 対象 者 を層

別し， 各対 象 者 が 役 割 を 達 成 す る た めに必 要な 項目 を 一覧表 から 選定 す る方

法であ る．  

本研究 の特 長は ， 教 育 項 目 一 覧表 ， 機能図 ，ス キル マ ップと いう 3 つの 支

援ツー ルを 提 案 し た こ と で ， 医 療 安 全マネ ジメ ント の 役割に 応じ た教 育 カリ

キュラ ムを 立 案 で き る 点 で あ る ． 病 院には 様々 な階 層 の医療 従事 者が 存 在し

ており ，各 階 層 で や る べ き 活 動 ， 担 うべき 役割 が異 な る．本 研究 で提 案 した

機能図 によ り ， 病 院 全 体 と し て 誰 が どの活 動， 役割 を 担って いる のか を 体系

的に整 理で きる ． ま た ， ス キ ル マ ッ プによ り， 各対 象 者が役 割を 達成 す るた

めに身 につ け る べ き 能 力 を 具 体 的 に 特定す るこ とが で きる． 教育 は， あ る能

力を身 につ け る た め に 行 わ れ る た め ，具体 的な 能力 が わかれ ば， それ と 対応

させて ，一 覧表 よ り必 要 な 教 育 項 目 を効率 的に 選定 す ること がで きる ．  

本論文 は， 以 下 に 示 す 7 章 か ら構 成 されて いる ．  

第 1 章で は ， 研 究 の 背 景 を 述 べ， 本 研究の 目的 を示 し ている ．  
第 2 章 では ， 医 療 安 全教 育 ， 質マ ネ ジメン ト教 育， 教 育カリ キュ ラム 立 案

方法に 関す る従 来 研 究 を 概 観 し ， 医 療安全 マネ ジメ ン トシス テム を基 盤 とし

て，教 育項 目と 教 育 カ リ キ ュ ラ ム 立 案方法 を導 出し た 本研究 の位 置づ け を示
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してい る．  
第 3 章で は ，産 業 界 に お け る Q M S を参 考に，教育 項目 を検 討する 際の 基盤

となる 医療 安 全 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ムを明 確に し， そ れを運 用す るた め に医

療従事 者が 身 に つ け る べ き 能 力 を 明 らかに して いる ． また， 教育 項目 の 全体

像を設 計し ， 詳 細 な 教育 項 目 を 導 出 してい る． そし て ，導出 した 教育 項 目を

医療安 全マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 構 成要素 と対 応付 け て整理 し， 教育 項 目一

覧表を 提案 し て い る ．さ ら に ， 医 療 安全マ ネジ メン ト の役割 に応 じた 教 育カ

リキュ ラム の立 案 方 法を 提 案 し て い る．提 案方 法で は ，医療 安全 マネ ジ メン

トの実 践に お け る 機 能 図 を 用 い て ， 医療安 全マ ネジ メ ントの 推進 体制 を 記述

するこ とで ，医 療 安 全 マネ ジ メ ン ト の 役割に 応じ て対 象 者を層 別す る ．ま た ，

スキル マッ プ を 作 成 し ， 各 対 象 者 が 身につ ける べき 能 力を特 定し て， 必 要な

教育項 目を 一 覧 表 よ り 選 定 す る ．  
第 4 章 では ， 教 育 項 目 一 覧 表 と立 案 方法を 適用 して ， 実際に 病院 で医 療 安

全教育 カリ キ ュ ラ ム を 立 案 ， 実 施 し ，教育 項目 一覧 表 と立案 方法 の有 効 性を

確認し てい る ．  
第 5 章で は，提 案 し た 教 育 項 目 のひ と つであ る危 険予 知 トレー ニン グ (以下 ，

KYT)を取 り 上 げ ，教 育 を 行 う た め の 一連の 流れ を適 用 した結 果を 示し て いる ．

そして ，教 育を 行 う 際に 検 討 す べ き 事項を 考察 して い る．  
第 6 章で は ，教 育 項 目 一覧 表 お よび 教 育立案 方法 の意 義 ，他研究 との 比較 ，  

KYT の適用 結 果 に 関 す る 考 察 を 述 べ ている ．  
第 7 章 で は ， 本 研 究 で 得 ら れ た 成 果 を ま と め ， 今 後 の 展 望 を 述 べ て い る ． 
以上の よう に ，本 論 文 で 提 案 す る方 法 論の有 効性 を実 証 的に検 証し てお り ，

実用性 も確 認 し て い る ． ま た ， 提 案 方法は ，本 研究 が 対象と する 体系 的 な医

療安全 教育 の 立 案 ・ 実 施 に 関 す る 問 題に対 して 様々 な 工夫が なさ れて い る．

さらに ，病 院 へ の 適 用 も 3 施 設 に活 用でき ると いう 知 見が得 られ るな ど ，今

後の医 療の 質 向 上 に 関 し て 大 き く 寄 与する 成果 が得 ら れてい る． よっ て ，本

論文は 博士 (経 営 工 学 )  早 稲 田 大 学 の 学 位 論 文 と し て 価 値 あ る も の と 認 め る ． 
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